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2014年第７回国際アイリス・マードック学会報告
大 槻 美 春

2014年９月12，13日、ロンドン、キングストン
大学にて、第７回国際アイリス・マードック学会
が開催された。２年に一度開催される国際学会
は、キングストン大学にとって開催5回目、10周
年を記念する会であった。Archives and Afterlife
をテーマに、マードック没後の研究と大学図書館
内アイリス・マードック・アーカイヴの成果が検
証された。そして記念の今学会は、芸術に彩られ
ていた。
12日と13日の両日は、ピーター・コンラディの

講演を含む4部門の全体会、４０以上の論文が各分
科会で読まれた。全体会では、関係者がエピソー
ドを語り、スクリーンには未公開のマードックの
写真が映しだされた。公開に年数がかかる一部の
手紙の事情など、情報が次々と披露された。講演
では、フィリッパ・プット、レイモンド・クノー、
スーザン・ソンタグ、シモーヌ・ヴェイユ、ヴッ
トケンシュタインなどの思想とマードックとの関
係が論じられた。特に、数人の愛人をもったエリ
アス・カネッティは、複数の講演者に取り上げら
れた。なお近年、学会の成果は毎年のように研究

書として出版され、学会報告はキングストン大学
の国際マードック学会ホームページに掲載されて
いる。
学会前日の11日には、キングストン・ミュージ
アムでのIris Murdoch and Harry Weinberger展
に合わせたシンポジウムが開催された。マードッ
ク作品のテーマをｲ方悌とさせるウエインバーガー
絵画の展示であり、シンポジウムは12日と一部重
複した。二人の出会いは1977年、一緒にビクトリ
ア・アルバート・ミュージアムを訪れたスケッチ
が描かれている。手紙からは、マードックがユダ
ヤ系の画家ウエインバーガーの人生経験を尊敬
し、絵画理論をやりとりし友情を深めたことがわ
かる。両シンポジウムでは、美術理論とマードッ
クの哲学、文学作品、書簡の内容、その学術的意
義などが議論された。
全体の中で最も印象的だったのは、12日夕方に

開催されたコンサート。ビートルズにはじまり、
作品の朗読をはさみ、モーツァルトなどマードッ
クが愛した歌が披露された。ⅣＥver Mindα加況ｒ
the  Bourgeoisie  (2014)を編集出版したジリア
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ン・ドーリィがソリストをつとめた。コンサー
ト前には、同書と共にフランシス・ホワイトの
新刊Beco"""g  Iris  Mu'てﾉocﾉi (2014)が紹介さ
れた。次に、２日目の舞台監督ビル・アレクサン
ダーの講演。彼は、マードックの生前から彼女の
作品を舞台化しているが、俳優顔負けの美声と身
振りで、マードック作品の演劇史を語り、『海よ、
海』の舞台構想も話した。そして目立ったのは、
マードックで博士号取得の若手研究者。彼女たち
は世界中で開催されているマードック学会に応
募し、発表している。その一人Fiona Tomkinson
は、2015年３月末京都ノートルダム大学で開催の
Kyoto  Contemplationで、マードック研究発表を
予定している。

14日、恒例のロンドン・ウオーキングツアーは、
地下鉄グロースターから、マードック晩年のロン
ドンでの住まいCornwall   Gardensのフラット周
辺を通り、ｍe   Green  Knightなどの舞台でもあ
るケンジントン公園を散策、パブランチ後の解散
となった。
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- ﾗﾆ』_ｆ¥・圭--- 会場コーヒールームの展示：アーカイヴのマードッ
クの手紙は、研究者だけでなく、キングストンの学
生、地元のボランティアなどの活動により活字化さ
れた。
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国際マードック学会が開催されるキングストン大
学：ウオータールーから電車で３０分

第１６回大会報告記
岡 野 浩 史

第16回日本アイリス・マードック学会は、京都
の南、宇治市にある京都文教大学で、2014年10月
25日（土）に開催された。午後１時から総会があ
り、塩田会長から参加者と今回の研究発表者に対
する感謝のことばがあり、来年度もさらに積極的
な参加をしてほしい旨の呼びかけがあった。次
に、事務局から午前中に行われた理事会について
の報告があった。来年度の開催枝は東京の青山学
院大学あるいは慶応大学の予定、開催日について

は開催校の日程を最優先で決めることになるので
未定であるが、１０月か11月になるとの報告があつ

＊た。また、榎本副会長が勇退し、後任に理事の井
上澄子氏が選任されたことの報告のあと、井上
氏からは20000円の賛助金が寄せられたことが披
露された。さらに、理事には新たに、これまで
ニューズレターの編集を務めてきた大道千穂氏が
選任されたとの報告があった。
理事会報告のあと、事務局から住所変更などに
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